
こだわりの基礎工事

◆鉄筋入りのコンクリート板が、面全体で、建築物を支える基礎を
　「ベタ基礎」といいます。
◆建物をコンクリート基礎全体で支え、建物自重・積載荷重を
   分散します。

基礎は、建物の基本！べた基礎でしっかり施工

耐久性を考慮した、
建築基準法よりも１ランク上の基礎仕様

立ち上がり幅を１５０mm（建築基準法の２５％アップ）に設定する事により、
鉄筋の防錆配慮年数も建築基準法の２．６倍を確保しました。
また、コンクリート強度２１Ｎ/ｍ㎡を採用し、現場環境によっておこる強度低下に
予め配慮します。


